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大学 に お け る英作文指導の 在 り方 ： 英作文 実態 調査 の 報告

　 Learning 　to　Write　English　by　Writing 　in　English
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英 作文指導 自由英 作文 単語数 実態 調査 上 ・中 ・下 位群

　 「英作文 指導 」 に 関心 を も つ 我 々 の グル ープ は コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を 目指 した英作文指

導の 在 り方に つ い て 1993年 4月以来 、研究と実践を重ね て き た が 、その 一環 と して 、1994年

4月 と 12月に 各自の 担当ク ラ ス を対象に 、共同で 英作 文 に 関 する実態 調査 を行 っ た 。 調査結

果の 中に は 、大学に お ける英作文指導の 在 り方に つ い て 示唆 を与 え て くれ る も の が 数々 あ

る と思 わ れ る 。

　 「英作文」 か 「ラ イ テ ィ ン グ 」か ： 本ダル
ープの 各 自が 目指 して い る英作文 は 「和文英

訳」 で は な く、 「文法 ・作文 」 で もな い 。 た と え学 生 の英 語 能力 が限 られ て い る場 合で も 、

何 らか の 形 で 「思 っ た こ と 」 を英語で 表現 す る手段 を与 え 、そ の こ と に よ っ て 表現 意欲 や

表現 能力 を開発 し て い くこ と を各 自、目指 し て い る 。要 す る に 「伝達の た め に 英文 を書 く」

こ と を 目標 に し て い る の で あ る か ら 、 「和文英訳 」 や 厂文法 ・作文」 と区別 する ため に

「英作文」 と い う書 い 方 を避 けて 「ラ イテ ィ ン グ」 と言 い 換 えた方が よい か も しれ ない 。

っ ま り英語 を 「使 う」 こ と に よ っ て 学習者が 何 か を 「伝達 す る」 ような形 で 厂英語 を書 く」

こ とを研究対 象に し て い る の で あ る D

　実態調査 へ の き っ か け ： r書 く能力」 は 「読む ・
書 く体 験 」 の 量 と関係が あ る だ ろ うか 、

我 々 の 担当する学生は 高校時代に どの程 度 、どの よ うな 内容の 英作文 を経 験 して き ただろ

うか 、英語 に よる 読書 体験 や英文を書 く経験の 多か っ た蓄 は 、経験 の 少な い 者 よ り優れ た

作文力を も っ て い る だろ うか 、な ど の 疑 問点 に つ い て ア ン ケ ー ト調査 を行 う こ とに した 。

　調査 目的 と 日程 ： 調査 の 目的 は 、学生 の 英作 文能力 に 関 す る 実態 を知 り 、今後 の 指導 の

在 り方 を検討 する こ と に あ る 。ま た 、英語 に よ る 読書 体験 や 、英 作文 に対する 関心 ・意欲

が学習者の 側 に どの 程度 ある か 、日本語 の 読 み 書 き体験 は どの程 度あ るか 、な ど の 関連事

痴 ．．つ い て もア ン ケ ー ト資料を得 て 、今 後の 参 考に する こ と に した 。さ ら に 、4月の 調査 に

はプ リテ ス ト〔pre −test）の 機 能 を与 え て 、 12月に 再度 、 類似 の 調査 を行 い 、一
年闇の指導

成果 の 目安 とする こ と に した 。

　調査対象者 ： 研究グ ル ープの 各自が 担当す る ク ラ ス 〔7大学 26ク ラ ス ）を 調査対象 に した 。

4E の 対象者数は 1027名 、そ の 内訳 は短 大生 262名 、4年 制 大学 生 765名 、そ の うち英米語 ・

文学専攻 生が 329名 、そ の 他の 専攻生が 698名 、ま た 、1年 次生は 459名 、2〜 4年次生 が 568名

であ る ．

　調査内容 ： 4月の英 作文調査で は 、被験耆は所定時間内 （15分〕に 、一定 の 話題 に つ い て 自

由英 作文 を書 き 、書 い た量 （writing 　fluenc．y〕の 目安 と し て 単語数を記入 して も ら っ た 。 同

時に 、総合的 な英語力 の 指標 と して ク ロ
ーズテ ス トの

一種 で あ る C テ ス トを行 うと共に 、

これ まで の英 作文 体験等 に 関 す るア ン ケ ー ト（8項 2嫻 ）調査 を実 施 した 。12月の 調査 も 、C

テ ス トと 自由英作文に つ い て は 、ほ ぼ同 じ形 をと り 、ア ン ケ ー ト（6項 20問 ）調査で は 、主 と

し て
一

年 間の 英作 文体験 に っ い て 問 う た 。
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　 4 月の調査結果の あら まし ： 4月の ア ン ケ
ー

ト結果 に つ い て 全体的に 言え る こ と は 、次 の

よ うな点 で ある 。

（1）学生 は教科書 の 精読以外に は 、ほ とん ど英語を読ん だ経験 が な い 。

〔2）英語 を 「書 く」経験が非常に 少な く、その 9割以上は 単独短文の 英訳練 習 で あ る 。

〔3｝2 段落以上の 自由英作文を ま っ た く経験 して い ない 者が 8割以上 い る 。

（4）英文を 「書 く」 に 際 し て は文法事項 が 最 も重視さ れて い る 。

（5）英作文 を提出 した 経験の な い 者が 約 3分の 1い る 。

（6）提出経 験者の うち約 3分の ，iは提 出 した英作文に 訂正事項を記入 して 返 し て も ら っ て い る 。

の 日本語 で もの を書 い た経験 も 、書い た量 と話題 の範 囲の 双方に お い て 限 られ て い る 。

（8）英作文 を練習 して み た い 興味 ・意欲は 「大 い に ある 」 （32．凋 と 「少 し ある 」 （45．8％1を
　 合わせ る と8割に 近 く 、英米語 ・文学専攻者で は 92．2％に 上 っ て い る 。

　 C テ ス トの 成績 （平 均点 54．2 、標 準偏差 15．9）と 自由英作文の 中 で書 か れ た単語 数 （平均

90．1語 、標準縮差 44．8｝と の 相関 は全体と して は緩やか （0．56｝で 、C テ ス トの 点 数の 低い 者

は 英作文の 単語数が 全般 的に 少な く、個人間の 相違 も小 さ い 。 そ れに 対 して 、C テ ス トの

点数の 高い 者は単語数が 比較的 多い だ け で な く 、個人間に ば らっ きが 見 られ る 。

　 4 月の 1年次生上 ・中 ・下 位群別 （各 5e名 ）の 調査結 果 ： 英作文の 単語数 と C テ ス トの

結果 に基づ い て 、一
年 次生の 上位 、中位 、下 位に 位置 す る者を 50名づ っ 選 び 出 し、ア ン ケ

ー トの 回答 に どの よ うな相違 が ある か を分析 した 。分析結果 に は 数多 くの 示 唆が 含 まれ て

い る が 、大学入学以 前に 読み書き の 経験 の 多 い 者は全体 と して英作文力に 富ん で い る 。

　作文評緬 ： 自由英作文の 全 体的な で きば え を評価 する ため に ESL　Composition 　PrDfile

を簡略化 し て 使用 し、評価値 と英作文 の 単語数 との 相閧 を調べ た と こ ろ 、（評価 に際 して は

可能 な限 り 、単語数の 多寡の み に 左右さ れ る こ と の ない よ う心掛 けたに もか か わ ら ず）そ

の 相 関係 数 （0．92）は非常 に 高 か っ た 。

　 12 月の 調査とその 結果 ： 12月の 調査 結果に つ い て も 4月と類似の 分 析 ・検 討 を行 い 、 ま

た 4月の 調査結果と の比較に よ っ て 、今後の 指導 の 参考 資料 を得 る こ とが で き た 。

一
例を 挙

げる と 、今後の 英作文練習に つ い て 語彙 の学習の必要を 感 じる者 、また感想文 の よ うな ま

と ま っ た英文の 練習が有益 と考え る者が 最も多い 。

　な お 、自由英作文 の 単語 数 は娟 の 平均90，1語 か ら 116．2語 へ 増加 （標準偏ff　44．8−→ 53，9）

し 、C テ ス トの 成績 も4月の 平均 点54，2か ら 65，5ま で （標準偏差⊥5．9→ 16．　7）上が っ た 。

　12 月の 1 年次生上 ・中 ・
下位 群別 （各 39、4  、39名）の 調査結 果 ； 胴 の 上 ・

中 ・下位群

150名 の う ち 、12月 の 調査に 参加 し た 118名の ア ン ケ
ー

トに対する 回答を ま とめ た結果 、群

間に興味 ある相違 が見 られ た 。 例 えば 、英文を書き始め る前に 内容に つ い て 「考 える 」者

は上位群 に 多 く、下 位群 は ほ とん ど考 え ない 。 英文を書 い て い る と きに も上位 群 は r文 全

体の 筋道 」 や 「内容 の 豊 か さ 」に つ い て 考 え る が 、 中位 群で は 「単語 の選 択」 と 「文全体

の筋道」 と い う答え が 比較的多 く 、 下 位群 は 「単語の綴 り字」に 気を取 ら れが ちで ある 。

英文を書 くに 際 して 文法 ・語法が 「大い に 難 し い 」 と答 え た学生 は下位群 に多 く 、 「単語
・熟語 ・表現」は 中 ・下位両群に 多 い 。 f句読点」 や 「段落 の 区切 り方 」 を難 し い と感 じ

る者 も下位群 に 比較的多 い 。 しか し 、4 月以来 、英作文が 「大 い に 向上 し た」 と答 え た者

が少数なが ら他群 よ り下位群 に 多 か っ た 。

　こ れ らの 調査結果 を基に し て 今後 と も英作 文指導の 在 り方を模索 し て い く必要が ある 。
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